
（様式１）

公立大学法人秋田公立美術大学

平成２５年度 業務実績調書

平成２６年８月

秋田市公立大学法人評価委員会



□全体評価
・事業の実施状況について

・財務状況について

・法人のマネジメントについて

・中期計画の達成状況について

・組織、業務運営に係る改善事項等について

□項目別評価

１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（教育に関する目標）

評
価

（特筆すべき事項等）

※以下同じ（全９項目）
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□項目別実施状況
大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）

（１）教育の成果に関する目標
卒業認定・学位授与方針（ディプロマポリシー）に基づき、次のような人材を育成する。

中
期

ア 従来の芸術を理解し、それを新しい芸術として再創造できる人材目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 美術理論や美術史に関する体系 ア １年次に取得可能な美術理論や
的な教育により、従来の芸術や文 美術史などの専門共通科目を開講
化に対する理解を深めるととも し、体系的なカリキュラム構成を
に、地域の歴史的文化資源に対す 実施する。 1
る考察や、表現媒体にとらわれな
い作品制作を通じて、新たな芸術
的価値を創造する教育を行う。

中
期

イ 文化の多様性を受け容れ、芸術において異文化と共存できる人材目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

イ 教養科目群の「歴史と文化」に イ 教養科目群の「東北造形史」、
おける様々な授業を通じ、文化の 「日本史」、「東北生活文化論」、
多様性を受け容れ、柔軟な思考を 「文化人類学」などを開講する。 2
育む教育を行う。
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中
期

ウ グローバルな視野に立ち、国際的な舞台に挑戦できる人材目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ウ グローバルな視野に立ち、国際
的な舞台に挑戦できる人材を育成
する教育
(ｱ）海外の美術動向や内容を積極 ウ 「英語による現代美術評論１」、

的に取り入れた教育により、グ 「異文化コミュニケーション論」
ローバルな視野と感性の涵養を 等の授業を開講し、海外での活動
図り、国際的な舞台に挑戦する を視野に入れた教育を実践する。 3
教育を行う。

(ｲ）地域性、土着性の中から生ま エ 「東北造形史」、「東北生活文
れた文化を、海外の美術動向や 化論」、「美術理論・美術史」、「東
美術史の中に的確に位置づけ、 洋美術史」、「デザイン史」、「工
そのうえでグローバルな視点に 芸概論」、「日本美術史」、「西洋
よる国際的な発信力を生み出す 美術史」、「近代絵画史」、「現代
教育を行う。 芸術論」を開講することにより、

地域に根ざした芸術・文化を、海
外の美術動向や美術史の中に的確
に位置づける教育を行う。 4
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中
期

エ 芸術の新しい知見によって、地域社会の発展に貢献できる人材目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

エ 地域と密接に関わりながら、地 オ 地域からの芸術に関連した要望
域の課題に対し、デザイン的な を積極的に学生に公開し、デザイ
視点による解決を提案するなど、 ン等の公募に参加させることによ
地域社会の発展に貢献する教育を り、地域社会の発展に貢献する意
行う。 識を醸成する。

5
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
（２）教育の内容等に関する目標教育の成果に関する目標

ア 学生の受入れに関する目標

中
入学者受入方針（アドミッションポリシー）について積極的な周知を行い、次のような目的意識が高い学生の確保に努める。

期
（ｱ）芸術の未知の領域に強い関心を持つ人

目
（ｲ）自ら問題を発見し、積極的に学ぶ意欲のある人

標
（ｳ）芸術分野で自立する意欲のある人
（ｴ）芸術を通して、地域社会の発展に貢献する意欲のある人

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

入学者受入方針（アドミッション (ア) 入学者への入試に関するアン
ポリシー）に沿った学生を確保する ケート調査を実施し、入学動機等 6
ために、以下の項目を実施する。 を分析する。
（ｱ）美術に対する意欲や関心の高

い学生を確保するために、以下の (イ) 大学のカリキュラムを解説し
ような情報発信の機会を連携さ たＰＲ映像を作成し、進学相談会 7
せ、認知度とブランドイメージの のブースにおいて上映する。
向上を図る。また、これらの活動
の内容、発信時期、効果について (ウ) 大学案内を作成し、進学説明
検証を行い、効果の改善を図る。 会や高校訪問で配布する。 8
【中期】
・PR資料の配布
・高校等への訪問 (エ) 高校訪問時の聞き取りなどに
・出張授業 より、高校側はどのような情報を 9
・オープンキャンパス 求めているか調査する。
・進学ガイダンス
・高大連携授業 (オ) 入学者選抜の概要を作成し、
・ホームページ 高等学校等に送付する。 1 0
・冊子
・その他対外対応等。

(カ) 高校を中心に予備校にも訪問
し、担当教員へ積極的にPRしてい
く。 1 1
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(キ) 主要都市で開催する進学相談
会に参加し、本学のＰＲを行う。

1 2

(ク) オープンキャンパスを７月と
９月に開催する。

1 3

(ケ) ホームページについて、大幅
にリニューアルする。

1 4

(コ) 「大学コンソーシアムあきた」
主催の高大連携授業を行い、大学
の周知に努める。 1 5

(サ) 本学のＰＲを図るため、以下
を行う。
・受験生や高等学校教員の学校見

学を受け入れる。
・受験情報誌および受験生向けの

ウェブサイトに本学の情報を掲 1 6
載する。

・受験生等の往来の多いＪＲ秋田
駅構内に、定期的に本学のポス
ターを掲示する。

・新聞に本学の広告を掲載する。

(シ) 高校生等にデッサン力向上の
ための実技の講習の場を提供す
る。

1 7
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（ｲ）（ｱ）の機会に発信される内容 (ス) 入学者受入方針（アドミッシ
を、入学者受入方針（アドミッシ ョンポリシー）を様々な募集機会
ョンポリシー）、特色ある教育活 を活用しながらＰＲするととも
動の計画、入試等の大学情報と緊 に、大学の特色である、学科全体
密に連携させ、効果の向上を目指 で募集する総合入試、１・２年次
す。【中期】 は専門科目全体を横断的に学ぶこ

となどについても合わせてＰＲを 1 8
行う。

（ｳ）入学者の傾向を分析し、選抜 (セ) 入試委員会に入試制度検証の
試験の内容、方法、選抜区分、試 ための組織を設置し、入試結果の
験時期の見直しを継続的に行う。 分析と入試制度の研究を行う。
【長期】 1 9

（ｴ）ジャンルにとらわれない一括 (ソ) 専攻のジャンルにとらわれな
選抜（総合入試）を実施する。 い一括選抜（総合入試）を引き続

【２５年度】 き実施する。
2 0

（ｵ）選抜試験および入学の時期に (タ) 他大学の試験に関する情報収
ついて、様々な観点からメリット、 集を行い、選抜試験の検討のため
デメリットの検討を行う。 の準備を進める。

【中期】 2 1
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
（２）教育の内容等に関する目標教育の成果に関する目標

イ 教育課程に関する目標

中
期

教育上の目的に沿った教育課程となるよう、不断の見直しと研究を行う。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（ｱ）１・２年次では「教養科目」「専 (ア) １・２年次では「教養科目」「専
門共通科目」を通して総合的に学 門共通科目」を通して総合的に学
び、３・４年次では、主に「専門 び、３・４年次では、主に「専門
専攻科目」によって、より高度な 専攻科目」によって、より高度な
知識や技術を学ぶ。【２５年度】 知識や技術を学ぶ教育体系とす

る。
2 2

（ｲ）卒業後の社会的自立のために (イ) 卒業後の社会的自立のために
「キャリア教育科目」を置く。 「キャリア教育科目」を置く。
【２５年度】

2 3
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（ｳ）教員および学芸員の養成のた (ウ) 教員および学芸員の養成のた
めに「教職課程科目」「学芸員課 めに必要な組織を設置し、「教職
程科目」を置く。【２５年度】 課程科目」「学芸員課程科目」を

置く。 2 4

(エ) 教育実習等運営委員会を設置
し、教育実習等に関する計画を立
案する。（教育研究審議会、教育
実習等運営委員会） 2 5

(オ) 秋田公立美術大学実習連絡協
議会を設置し、大学外の関係機関
との連絡調整等を行う。 2 6

（ｴ）各科目の連携を図り、科目区 (カ) 学内の入試委員会と広報委員
分、科目内容、履修方法等につい 会の連携を図り、効果的な入試戦
ては、不断の見直しを行い、高度 略をたてる。（入試委員会）
な教育が可能となる体制を整え 2 7
る。【中期】

(キ) 教職員を対象とした広報活動
・入試戦略等の説明会を行い、全
教職員による効果的な広報活動に
繋げる。

2 8
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
（２）教育の内容等に関する目標教育の成果に関する目標

ウ 教育方法に関する目標

中
期 (ｱ) 教育課程の編成方針を十分に踏まえながら、学生が計画的かつ体系的に知識・技能・技術を習得できるよう、教員の相互連携、適切な授業
目 内容の設定、指導方法の工夫および適切な成績評価を行う。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 学生が計画的かつ体系的に知 (ア) 学生が計画的かつ体系的に知
識・技能・技術を習得できる教育 識・技能・技術を習得できる教育
・教員間で情報を共有し、相互連

携を図るとともに、適切な授業 ・学内での研修会やFD委員会の事
内容の検討や指導方法の工夫を 業、学内情報システムを活用す
行う。【中期】 ることにより、専攻内を含めて、

教員間で常に情報を共有し、授
業内容や指導方法に関して検討
する。

2 9
・クラス担任や専攻教員で情報を

共有し、学生指導の連携ができ
るような仕組みを検討する。

・入学者に希望する専攻のアンケ
ート調査を実施し、学生指導に
活用する。

・客観的で適切な成績評価が行わ ・成績評価基準をシラバスに明確
れるよう、成績評価基準をシラ に記載する。
バス等で明示する。【２５年度】 3 0
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中
期

(ｲ) 学生が意欲的かつ主体的に学び、授業内容を確実に理解できるよう、多様で効果的な授業形態を研究する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｲ) 学生が意欲的かつ主体的に学 (ｲ) 学生が意欲的かつ主体的に学
び、授業内容を理解できるような び、授業内容を理解できるような
教育 教育 （教育研究審議会）

・他専攻の教員を交えた講評会や ・他専攻の教員を交えた講評会や
研究発表会、ディスカッション 研究発表会、ディスカッション
授業、学外での成果発表（展覧 授業、学外での成果発表（展覧
会での発表を含む）やプレゼン 会での発表を含む）やプレゼン
テーション等、多様な教育方法 テーション等、多様な教育方法 3 1
によって、教育効果を高めてい によって、教育効果を高めてい
く。【中期】 く。

・他専攻の学生と交流できる共有
スペースを整備する等、柔軟性
のある施設利用につとめる。
【中期】
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中
期

(ｳ) 学生が価値の多様性を認め共有できる柔軟な思考を育むよう、多様なルーツと出会う機会を積極的に取り入れる。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｳ) 学生が価値の多様性を認め共 (ｳ) 学生が価値の多様性を認め共
有できる柔軟な思考を育む教育 有できる柔軟な思考を育む教育
【中期】 （教育研究審議会）

・授業でのフィールドワークや美 ・学生が価値の多様性を認め共有
術展・工房などを訪れる機会を できる柔軟な思考を育むため、
設けるなど、学生が多様な価値 フィールドワークや文化財・美
観に触れるための取組を行う。 術館・博物館・工房等の見学、

対象地域の現地調査などを積極 3 2
的に取り入れながら授業を行
う。

・外部講師によるワークショップ ・外部講師によるワークショップ
など、多様で効果的な教育方法 やレクチャーを行うことで、多
を積極的に取り入れる。 様で効果的な教育を行う。
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
（３）教育の実施体制に関する目標

ア 教員の配置に関する目標

中
期

教育内容、教育方法等の充実を図るため、教員の相互交流や学外専門家の登用を積極的に行うなど、教員を適切に配置する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 教員の配置に関する目標を達成
するための措置【中期】
(ｱ) 専攻間における教員の知識・

技術の共有を推進し、カリキュ
ラムとの連動を図る。

(ｲ) 各専門分野に実績を持つ客員 (ア) 客員教授が効果的な講義がで
・特任教員の積極的な登用を図 きるように調整やサポートを行
る。 う。（教務委員会） 3 3

(イ) 学外の専門家を招聘するため
の調査を行う。

3 4

(ｳ) カリキュラム内容の見直しに (ウ) 専任教員や非常勤講師が効果
応じて、専任教員や非常勤講師 的な講義ができるように調整やサ
を適切に配置する。 ポートを行う。

3 5
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
（３）教育の実施体制に関する目標

イ 教育環境の整備に関する目標

中
期

教育活動を効果的に行うため、施設・設備、図書、資料等の教育環境について、計画的に整備する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 施設、設備、備品、図書、資料 (ア) 長期修繕計画の策定に着手す
等の教育環境の充実を図るため る。
に、中長期的な計画を策定し、実
施する。【短期】 【年度計画評価指標】 3 6

・図書館蔵書冊数
４６，１７０冊以上

(イ) 教育環境の充実を図るため、
共通で使用する講義室等の設備に
ついて調査を行う。

3 7

(ｲ) 教員が積極的に参加しやすいよ (ウ) 教員が積極的に参加しやすい
う学内情報システムをリニューア よう学内情報システムをリニュー
ルすることにより、授業関連情報 アルすることにより、授業関連情
などの共有と充実を進め、学生が 報などの共有と充実を進め、学生
利用しやすい情報環境を整備す が利用しやすい情報環境の整備を
る。【２５年度】 行う。 3 8
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
（３）教育の実施体制に関する目標

ウ 教育環境の評価および改善に関する目標

中
期 (ｱ) 教育活動について自己点検・評価を行うとともに、外部評価や学生授業評価等の客観的な評価を実施し、その結果を教育活動の改善に活か
目 せる体制を整備する。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 教育活動の評価および評価結果 (ｱ) 教育活動の評価および評価結果
の活用 の活用（教育研究審議会）
・評価システムを構築する。 ・教員の評価については、「教

【短期】 育」、「研究」、「社会貢献」、「学
内運営」など多面的な観点によ
る評価を取り入れることができ
るよう、教育活動の評価に関す 3 9
る評価システムの構築を進め
る。

・教育活動について自己点検・評
価を継続的に実施し、その評価
に応じた取組方針の策定と改善
を進める。【長期】

・学生アンケートの結果を、教員 ・前期と後期で学生アンケートに
の授業評価の参考指標として取 よる授業評価を行い、満足度評
り入れ、教育活動の改善に活か 価４．０以上を目指す。（５点
す。【２５年度】 満点）

4 0
【中期計画評価指標】 【年度計画評価指標】
・アンケートの満足度評価４．０ ・アンケートの満足度評価４．０

以上（５点満点） 以上（５点満点）
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中
期

(ｲ) 教育内容、教育方法等を改善し、教員の教育力を向上させるための組織的な取組（ファカルティ・ディベロップメント）を充実させる。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｲ）教員の教育力向上のための組織
的な取組
・組織的に教育力を向上させるた ・組織的に教育力を向上させるた

め、ファカルティディベロップ め、ファカルティディベロップ
メント（FD）委員会を設置し、 メント（FD）委員会を設置する。
教員に対する各種研修や授業改
善への取組を行う。【中期】

4 1
【中期計画評価指標】 【年度計画評価指標】
・ＦＤ取組事例数１５件以上 ・ＦＤ取組事例数２件以上

・より新しい状況に適合しうる適 ・教育方法改善のため、教員相互
切な教育の評価基準を設定す の授業参観を試行する。
る。【中期】 4 2
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
（１）学習支援に関する目標

中
期

学生の学習意欲や満足度の向上を図るため、十分に自主的学習ができるような学習環境や支援体制を整備する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 学生が自主的な制作活動や課題 ア 図書館の開館時間を午後８時ま
に取り組めるよう、施設・設備の で１時間延長し、学習環境を充実
整備や利用時間延長など学習環境 させる。（短大に関しても準じ 4 3
の充実を強化する。【中期】 る。）

イ 学生の状況をきめ細かく把握 イ １学年を３クラスに分け、各ク
し、学習相談に応じるため、学生 ラスに３名の担任を設定し、学生
１０名程度に対し１人の担任教員 １０名程度に対し１人の担任教員 4 4
を配置する。【２５年度】 を配置し、学生が相談しやすい体

制を整備する。

ウ 学習一般について、学生が教職 ウ 各教員がオフィスアワーを設定
員に積極的に相談を行える体制 するなど、学生の学習相談等に対
（オフィスアワー等）を整備する。 応するための体制を検討する。（短 4 5
【短期】 大に関しても準じる。）

エ 成績優秀者の表彰制度やサテラ エ 成績優秀者を表彰し、奨学金を
イトセンター等の有効活用による 給付する。
作品展示機会の拡充など、学生の 4 6
学習意欲を高める取組を行う。
【中期】

オ 専攻変更の希望や相談を受け付 オ 学生の作品展示場所として、ア
ける機会を、一定期間設ける。 トリエももさだやサテライトセン
【２６年度】 ターを活用するとともに、後援会 4 7

による補助などを含め、展示のた
めの支援を行う。（短大に関して
も準じる。）
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
（２）生活支援に関する目標

ア 生活相談および健康管理に関する目標

中
期

学生が心身ともに健康で充実した大学生活を送ることができるよう、生活相談や健康管理などの生活支援体制を整備する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 学生の心身両面での健康と生活 (ア) 定期的な学生の健康診断を行
上の諸問題に対応できるよう、定 うとともに、臨床心理士を採用し、
期的な健康診断と、臨床心理士や 看護師と一体となって学生の心身
看護師による相談体制を整える。 両面の相談を受けられる体制を整
【２５年度】 備する。（短大に関しても準じ 4 8

る。）

(ｲ) 健康、生活に関する情報の積極 (イ) キャンパスガイドやポータル
的な提供により意識啓発を行う。 サイトなどを活用して、健康や生
【２５年度】 活に関する情報を学生に提供す

る。（短大に関しても準じる。） 4 9
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
（２）生活支援に関する目標

イ 自主的活動の支援に関する目標

中
期

学生が学内外で自主的に行う課外活動を奨励するとともに支援する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 学生のサークル活動などの課外 (ア) 学生会や後援会の要望を聞き
活動に対し、学生会、後援会と連 ながら、学生のサークル活動など
携し、支援する。【２５年度】 の課外活動に対して支援する。（短

大に関しても準じる。） 5 0

(ｲ) 作品展示の機会やイベントの企 (イ) 作品展示の機会やイベントの
画など、学生の自主的活動を奨励、 企画など、学生の自主的活動を後
支援する。【中期】 援会と連携しながら支援する。（短

大に関しても準じる。） 5 1
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
（３）進路支援に関する目標

中
期

学生が適切に進路選択ができるよう、就職・進学活動に関する相談・支援体制を整備する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 就職、進学に関する強力な支援 ア 就職支援スタッフを２人配置
体制を整備する。 し、新たな就職先の開拓ができる

ように、企業説明会への参加や企
(ｱ）就職に関する専門スタッフを 業訪問などを行い、企業が求める 5 2

配置し、新たな就職先の開拓を 人材をリサーチする。（短大に関
行う。【２５年度】。 しても準じる。）

(ｲ）キャリア教育科目群における イ 進路支援のため、「キャリアデ
授業、企業関係者を招いたキャ ザイン１」などキャリア教育科目
リアガイダンス、専門スタッフ の授業を行う。 5 3
によるキャリアカウンセリング
を行う。【２５年度】。

【中期計画評価指標】
進路決定率１００％ ウ 就職支援スタッフによるキャリ
（就職先内定者数＋大学院等進学 アカウンセリングを行う。（短大に

者数＋作家活動）／卒業生数 関しても準じる。） 5 4

イ 学生への積極的な情報提供によ エ 進路ガイダンス、会社説明会お
り、進路選択を支援する。 よび求人情報について、学内情報シ
【２５年度】 ステムを活用し、学生に提供する。

（短大に関しても準じる。） 5 5
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
（１）研究水準および研究の成果等に関する目標

中
期 ア 新しい美術領域の創造に資するための高度な研究や地域の歴史と文化に根ざした特色あるテーマに取り組む。また、研究の成果を体系的に
目 蓄積し、有効活用を図る。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（ｱ）「新しい美術領域を創造するた (ア) 文部科学省のCOC(Center of C
めの高度な研究」や「地域の歴史 ommunity)構想へ申請するための
文化に根ざした特色あるテーマを 準備を進める。（理事会）
扱う研究」などを、大学の重点的 5 6
研究分野として定め、推進する。

また、文部科学省のCOC(Center
of Community)構想などのような

地域再生の核となる大学づくりを
目指す。【長期】

（ｲ）研究の水準を高めるため、査 (イ) 科学研究費等の外部研究資金
読付論文の掲載、科研費等の外部 の獲得に努める。そのため、教職
資金の獲得、公的助成金の獲得、 員を対象とした科研費申請のため
企業との共同開発、公的な美術館 の勉強会を開催し、科研費申請を
の企画による作品発表、美術やデ 積極的に行う。（事務局企画・評 5 7
ザイン等の分野における公募への 価室）
入賞等を奨励する。【長期】 【年度計画評価指標】

【中期計画評価指標】 ・科研費申請数８件以上
・科研費申請数５０件以上 ・公募の入賞数１件以上
・科研費採択数５件以上 (ウ) 美術館やギャラリーにおける
・査読付論文の掲載数１０件以上 教員の作品発表の推奨を行う。 5 8
・公募の入賞数１０件以上

（ｳ）ホームページ上に教員の作品
や論文を公開するなど、研究成果
を社会へ還元するための仕組みづ
くりに取り組む。【長期】
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中
期

イ 先鋭的な芸術表現の研究により、新しい芸術的価値を生み出し、世界に向けて積極的に発信する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 先鋭的な芸術表現に関する研究
成果を、展覧会、シンポジウム等
を通して広く国内外に発信する。
【長期】

【中期計画評価指標】
・シンポジウム５回以上

(ｲ）他分野の研究者や他機関と連携 (ア) 「大学コンソーシアムあきた」
し、複合的、学際的領域の研究を や、「秋田産学官ネットワーク」
推進する。【長期】 などを通して、他分野の研究者や

他機関との情報交換を行う。 5 9
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中
期

ウ 研究活動の評価を行い、研究の質の向上を図る。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（ｱ）既存の評価基準にとらわれな (ア) 評価が確立されていない分野
い、新たな研究の評価システム や研究に対する新たな評価のあり
を構築する。【短期】 方について検討する。

6 0

(ｲ) 研究業績と研究計画に対する評
価に基づく学内研究費の配分を行
う。【２６年度】
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
（２）研究実施体制の整備に関する目標

ア 研究の実施体制に関する目標

中
期

民間との研究交流の推進や、外部の優秀な人材の受入れ等ができる柔軟な研究体制を整備する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 内部競争的研究資金を設ける。 (ア) 内部競争的研究資金として、
【２５年度】 学内共同研究費を設定する。（教

育研究審議会） 6 1

(ｲ) 外部競争的研究資金の積極的な (イ) 学外の競争的研究資金に関す
獲得を推進する。【長期】 る情報を教員へ周知する。

6 2

(ｳ) 外部の研究者を積極的に受け入
れ、交流するための体制を整備す
る。【長期】

(ｴ）非常勤教員（特任・客員教員等）
の柔軟な登用により、大学として
重点を置く分野の研究を推進す
る。【長期】

(ｵ）社会貢献センターの機能を強化
するとともに、重点的研究分野等
への取組みを推進する。【長期】
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
（２）研究実施体制の整備に関する目標

イ 研究環境の整備に関する目標

中
期

研究活動を効果的に行うため、施設・設備、図書、資料等の研究環境について、計画的に整備する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

イ 研究環境の整備に関する目標を
達成するための措置【長期】

(ｱ) 施設、設備、備品、図書、資 (ア) 長期修繕計画の策定に着手す
料等の教育環境の充実を図るた る。 6 3
めに、中長期的な計画を策定す
る。

（ｲ）研修制度の導入を検討する。

(ｳ）サバティカル制度の導入を検
討する。
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
（２）研究実施体制の整備に関する目標

ウ 知的財産の創出・活用等に関する目標

中
期

研究成果の知的財産化とその活用を戦略的に実施する体制を整備する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 意匠登録等、研究成果の知的財 (ア) 意匠登録等、研究成果の知的
産化に関する検討会を設置し、知 財産化に関する意匠権セミナーを
的財産化に関する制度を構築す 開催する。
る。【長期】

6 4



26/48

大学の教育研究等の質の向上に関する目標（４ 社会貢献に関する目標）
大学の地域・社会に対する貢献を実効性あるものとするため、大学の研究成果を社会に還元することを目的として、次のような社会貢献事業を積

極的に推進する。

中
期

（１）産学官連携の推進目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）「産学官連携事業」として、 （１）産学官連携事業を推進する。
大学に集積された美術の「知」を （社会連携企画委員会）
活かし、企業・行政・民間団体と
共同で、美術に関する研究、アー
トプロジェクト、展覧会、商品開 （２）あきたアートプロジェクト事
発等を実施する。【長期】 業における秋田市プロジェクトに

参加する。
【中期計画評価指標】
・産学官連携事業数２０件以上 6 5

（３）各種団体等が開催する研修会
等へ積極的に参加し、情報入手に
努めるとともに、職員のスキルア
ップを図る。

【年度計画評価指標】
・産学官連携事業数３件以上
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中
期

（２）知的財産の管理目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（２）意匠権等、知的財産の管理に （４）各種団体からの学生によるデ
ついて、検討委員会を設置する。 ザイン等の制作依頼に対応する。
【短期】 （短大に関しても準じる。）
また、「知的財産の管理」に関す

る学生や市民向けのセミナーを開 6 6
講し、美術・デザイン分野におけ
る意匠権の意義を広く社会に啓蒙
する。【中期】
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中
期

（３）地域連携の推進目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（３）「地域連携事業」として、以
下の項目を実施する。【中期】

ア 地域コミュニティによる企画 （５）アトリエももさだにおいて教
への参加・協力、アトリエもも 員展を開催する。
さだ、サテライトセンターを活
用した教員の作品展などを通じ
て、大学・地元企業・自治体と
の連携を推進し、かつその質的
向上を図る。

イ 都市の空洞化等によって現在 6 7
活用されていない建造物や空間
を、美術によって再生、または
有効活用することに取り組む。

ウ 授業の運営法、スキルの取得
法等を、美術以外の組織経営に
適応するような汎用性の高いワ
ークショップとして開発し、公
開・提供・提案していく。
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中
期

（４）他大学との連携目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（４）「他大学との連携事業」とし （６）「他大学との連携事業」とし
て、大学コンソーシアムあきたへ て、大学コンソーシアムあきたへ
の加入に伴う市民公開講座の実 加入し、各大学と連携する。
施、県内の大学との研究協力や学
生交流、全国の美術系大学との連 6 8
携などを行う。【長期】

中
期

（５）学校教育への支援目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（５）「高大連携事業」として、高 （７）大学コンソーシアムあきたに
校生が大学の授業を体験する高大 よる高大連携授業の開講、高校の
連携授業の開講、高校の美術教員 美術教員による美術系大学進学実
による美術系大学進学実技講習会 技講習会に対する開講支援を行
に対する開講支援を行う。 う。 6 9
【２５年度】。
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中
期

（６）生涯学習への支援目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（６）「生涯学習支援企画」として、 （８）子どもアトリエ、社会人向け
以下の項目を実施する。 デッサンスクール、アートスクー

ル、デッサン講習会、公開講座を
ア こどもアートスクール、社会 開講する。

人アートスクール、デッサンス
クール等を開講する。【２５年 7 0
度】

イ 美術の社会教育を啓蒙するた
め、本学主催による美術登竜門
の企画を行う。【長期】
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大学の教育研究等の質の向上に関する目標（５ 国際交流に関する目標）
学生や教員のグローバルな視点を育成するため、海外の大学等との交流を積極的に推進する。

中
期

（１）海外の大学との国際交流協定を締結する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

世界の美術が多様化・多元化する
中で、学生や教員のグローバルな視
点を育成するため、本学の基本理念
の実現に資する海外の大学等との交
流を積極的に推進する。

7 1
（１）海外の大学との交流協定の締 （１）海外の大学と交流協定を締結

結を行い、教職員や学生間の交流 するために、候補となり得る大学
を図る。【長期】 について調査を行う。

【中期計画評価指標】
交流提携大学数：３校以上

中
期

（２）学生の海外留学のための派遣制度や海外からの受入体制の整備を進める。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（２）学生の海外留学制度や海外か
らの留学生向けのプログラムを準
備するなど受入体制を整備する。
【長期】
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中
期

（３）教員の海外での研究活動を支援する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（３）教員の海外での作品発表や研 （２）教員の海外での作品発表や研
究活動を支援し、海外の大学教員 究活動について学内の支援体制を
や学生の作品発表や活動を積極的 整備する。
に受け入れる。【長期】 7 2

【中期計画評価指標】
海外における作品発表等：３件以上
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業務運営の改善および効率化に関する目標（１ 運営体制の改善および効率化に関する目標）
（１）効果的・機動的な組織運営に関する目標

中
期

法人全体としての方針の下で、効果的・機動的な組織運営を行うとともに、組織間での連携を強化する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 組織全体が情報を共有できる透 ア 毎月理事会を開催し、学内の情
明性の高い意思決定システムを構 報共有とスムーズで迅速な意思決
築し、組織間の意思の疎通を円滑 定を行う。
に行う。【２５年度】

イ 理事会、経営審議会、教育研究 7 3
審議会の審議結果を公開する。

イ 法人が適切な意思形成を行うた ウ 目的に沿った学内の12委員会を
め、理事会や各種委員会等、組織 組織し、円滑な組織運営を図る。
ごとの役割分担を明確にするとと また、部局長等連絡会を組織し、
もに、理事長のリーダーシップの 情報の共有化を図る。
下、各組織が連携して組織運営を 7 4
行うことができる体制を整備す
る。【２５年度】

ウ 各理事の役割分担を明確化し、 エ 各理事の役割分担について規程
効果的・機動的な組織運営を行 で明文化し、関連する部分につい
う。【２５年度】 て情報共有や打合せを定期的に行

う。 7 5
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業務運営の改善および効率化に関する目標（１ 運営体制の改善および効率化に関する目標）
（２）教職員の協働に関する目標

中
期

効果的・機動的な組織運営を進めるため、教職員の一体的かつ効果的な連携を強化する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

委員会など各種学内組織を、教員 学内委員会を教員と事務職員が構
と事務職員が協働して運営するな 成委員となり、情報共有しながら協
ど、一体的かつ効果的な連携を進め 働して運営することにより、一体的
る。【２５年度】 かつ効果的な連携を進める。（短大

に関しても準じる。） 7 6
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業務運営の改善および効率化に関する目標（２ 人事の適正化に関する目標）

中
期

（１）大学運営や教育研究活動を機動的に行うため、柔軟で弾力的な人事制度を構築する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 中長期教職員採用計画を策定 ア プロパー職員の採用試験を公募
し、適正な人事計画を行う。【長 により実施し、採用候補者を確保
期】 する。

7 7

イ 公募制による教員採用方式を着 イ 助手の採用試験を公募により実
実に実施する。【長期】 施し、採用候補者を確保する。（教

育研究審議会）。 7 8

ウ 大学間の人事交流など、法人と
して柔軟で弾力的な人事制度を研
究し、構築する。【長期】
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中
期

（２）組織の活性化を図るため、能力・意欲等が適切に評価され、教職員にインセンティブが働く人事評価制度を構築する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

能力と意欲等が適切に評価され、 事務職員については、秋田市の人
教職員にインセンティブが働くよう 事評価制度を活用する。
な人事評価制度を構築する。【２６
年度】 7 9

中
期

（３）教員の評価については、「教育」「研究」「社会貢献」「学内運営」など多面的な観点による評価を取り入れる。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

教員の人事評価に関する評価指標 多面的な観点から評価を行うため
として、「教育活動」「研究活動」「社 に、「教育活動」、「研究活動」、「社
会貢献」「学内運営」など多面的な 会貢献」、「学内運営」などを教員
観点から評価を行う人事制度を構築 の人事評価に関する評価指標とする
する。【２６年度】 人事制度を検討する。（教育研究審 8 0

議会）。
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中
期

（４）戦略的な能力開発により、組織に必要な能力を持った教職員の養成を行い、組織力を強化する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

人材育成基本方針の策定とそれに ア 教職員人材育成基本方針を検討
基づいた教職員の研修制度を構築 する。市からの派遣職員について
し、研修を行うことで組織力の強化 は、市の人材育成基本方針を準用
を図る。【短期】 する。 8 1

イ 学生のメンタルヘルスへの配慮
を目的とした教職員研修を行う。
（短大に関しても準じる。）

8 2
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業務運営の改善および効率化に関する目標（３ 事務等の効率化に関する目標）

中
期 （１）効率的かつ効果的な事務処理を行うため、事務処理の簡素化、外部委託の活用を含め、事務組織および業務等について不断の見直しを行
目 う。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 事務組織全体について、事務処 規程、要綱のほか、取扱要領、
理のマニュアル化、簡素化等を進 基準などの事務処理のマニュアル
め、効率的な事務を行うとともに、 を順次整備する。 8 3
継続的な見直しを行う。【中期】

イ 外部委託が適切な業務について
は、外部委託を進めるとともに委
託内容を定期的に見直し、費用対
効果の向上を図る。【中期】
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中
期

（２）事務職員の資質向上のための組織的な取組（スタッフ・ディベロップメント）を充実させる。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 業務分担（班）ごとに必要とさ ア 研修基本方針を策定し、スタッ
れる能力を明確化し、業務に応じ フ・ディベロップメント（ＳＤ）
た研修プログラムの適用により、 を実施する。市からの派遣職員に
事務職員の資質および専門能力を ついては、市の研修計画に基づき
高める。【中期】 研修を実施する。 8 4

。

イ 大学経営に必要な情報を収集す イ 他大学から積極的に情報収集を
るとともに、その共有を行う。【中 行い、事務局内での情報共有を行
期】 う。

。
8 5
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財務内容の改善に関する目標（１ 外部研究資金その他自己収入の確保に関する目標）

中
期

財政基盤の強化を図るため、科学研究費補助金等の競争的資金の獲得や、寄附講座の開設、共同研究・受託研究への取組などを推進する。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）科研費など外部競争的研究資 （１）科研費など外部競争的研究資
金について、事務局を中心に情報 金について、事務局を中心に情報
収集を行うとともに、研究資金獲 収集を行い、教員へ積極的に情報
得を推進する。【中期】 提供する。

8 6

（２）社会貢献センターにおいて、 （２）産学官ネットワークに登録し、
企業や官公庁とのコーディネート 企業や官公庁とのコーディネート
を行い、受託研究事業や共同研究 の可能性について産学官ネットワ
事業、寄附講座の開設などを推進 ーク事務局と情報共有を行う。
することによって、自己収入を確 8 7
保し、財政基盤の強化を図る。【中
期】

。
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財務内容の改善に関する目標（２ 経費の効率化に関する目標）

中
期

効率的に大学を運営するため、教育研究水準の維持向上に配慮しながら、組織運営の効率化と人員配置の適正化を図る。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１） 管理的経費においては、事 （１）物品購入について、翌月末の
業の見直しや外部委託による経費 一括支払いを徹底し、振込手数料
の削減を継続的に行う。【中期】 を最小限に抑える。

8 8

（２） 物品や備品の調達における、 （２）インターネットの活用により、
一括契約、共同購入およびインタ 効率的な物品購入を行う。
ーネットの活用などにより、効率 8 9
的な調達を図る。【中期】
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財務内容の改善に関する目標（３ 資産の運用管理に関する目標）

中
期

資産の状況把握に努め、資金については安全な運用を行うとともに、その他の資産については効果的な活用を図る。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）資金については、国債等の低
リスク金融商品の利用などによる
安全な運用を図る。【中期】

（２）その他の資産については、施
設の有償貸付や美術作品の貸与な
ど、有効活用を積極的に進める。
【中期】
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自己点検・評価および情報の提供に関する目標（１ 評価の充実に関する目標）

中
期 自己点検・評価の実施体制を整備し、その結果を大学運営の改善に有効に反映させる。また、点検・評価の項目、方法、体制等について不断の
目 見直しを行う。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

自己評価委員会を設置し、点検・ 自己評価委員会において、自己点
評価の項目、方法、体制等について 検および評価の基本方針、実施基準
不断の見直しを行うために、長期的 等の策定について検討を進める。
評価と年度ごとの評価を行う。 9 0

【長期】
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自己点検・評価および情報の提供に関する目標（２ 情報公開等の推進に関する目標）

中
期 社会に対する説明責任を果たすため、法人の業務運営等に関する情報を積極的に公開するとともに、広く社会に対し大学の教育研究活動につい
目 て情報発信する。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）法人としての説明責任を果た （１）大学ホームページにおいて、
すため、中期計画、財務諸表、自 中期計画、財務諸表、法人規則な
己点検・評価および外部機関評価 どの情報を公開する。
の結果や法人規則などの情報を積 9 1
極的に公開する。【中期】

（２）大学の教育研究活動の状況に （２）ホームページの大幅なリニュ
ついては、ホームページや大学情 ーアルを行い、コンテンツを充実
報誌、公開講座等の各種広報手段 させ、積極的な情報発信を行う。
を活用し、積極的に情報発信する。 （広報委員会） 9 2
【中期】

（３）教員等の教育研究成果を、刊 （３）後援会の会報誌「エオスニュ
行物等により社会に発信する。【中 ース」の制作支援を行う。
期】

9 3

（４）教員や学生の教育研究成果物 （４）教員や学生の作品展示や紀要
を積極的に展示する。【中期】 の作成を行う。

9 4
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その他業務運営に関する重要事項に関する目標（１ 施設・設備の整備および活用に関する目標）

中
期 （１）良好な教育研究環境を保つため、施設・設備の適正な維持管理を実施する。
目 （２）施設・設備の効果的な活用を図るとともに、地域への貢献活動の一環として、教育研究に支障のない範囲で大学施設の地域開放を行う。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 定期的に施設・設備の使用状況 ア 長期修繕計画の策定に着手す
を調査し、効率的な活用を図る。 る。
【長期】 9 5

イ 省エネルギー化、ＣＯ２削減に
対応した設備の更新を行う。
【長期】 9 6

ウ 安全衛生教育を体系化し、教職
員に対して訓練を実施する。
【長期】 9 7

エ 多様なリスクに適応したマニュ イ 防災対策マニュアルの整備を進
アルを作成する。【長期】 める。

9 8

オ 情報セキュリティーに対する意 ウ 情報セキュリティーポリシーの
識を高めるため、情報機器の利用 策定を進める。
に関するポリシーを策定し、教職 9 9
員に対し研修等を行う。【長期】
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その他業務運営に関する重要事項に関する目標（２ 大学支援組織等との連携に関する目標）

中
期

学外からの支援を充実させるため、卒業生による同窓会、保護者による後援会、地元企業等による支援組織との連携を図る。目
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）学生・大学への学外からの支
援を充実させるため、卒業生によ
る同窓会や保護者による後援会と
の連携を強化し、情報共有や学生
・卒業生に対するサポートを協働
して行う。【中期】

（２）地元企業等との連携のための 企業等による大学支援組織を発足
支援組織を設置し、学生の就職に させる。
関する情報交換や、ワークショッ
プ型授業、インターンシップへの
協力など、大学の活動全般に対す 1 0 0
る学外支援の充実を図る。【中期】
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その他業務運営に関する重要事項に関する目標（３ 安全管理に関する目標）

中
期 学内の安全と衛生の確保のため、事故等の発生予防に努めるとともに、災害や事故発生に迅速かつ適切に対応するための危機管理体制を整備す
目 る。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）工作機械等の定期点検や取扱 （１）衛生委員会を設置し、教職員
いに関する安全講習、設備ごとの の安全衛生に関する意識向上を図
管理者の配置などにより、事故等 る。（短大に関しても準じる。）
に適切に対処できるような安全管 1 0 1
理体制を確立する。【２５年度】

（２）工作機械等の定期点検や取扱
いに関する安全講習、設備ごとの
管理者の配置などにより、事故等
に適切に対処できるような安全管 1 0 2
理体制を確立する。（短大に関し
ても準じる。）

（２）事故、災害、感染症等緊急時 （３）事故、災害、感染症等緊急時
に対応する危機管理マニュアルを に対応する危機管理マニュアルを
作成し、教職員と学生への周知と 作成する。（短大に関しても準じ
意識啓発を行う。【２５年度】 る。） 1 0 3
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その他業務運営に関する重要事項に関する目標（４ 人権擁護・法令遵守に関する目標）

中
期 健全な教育研究環境を確保するため、ハラスメントの防止等人権擁護や法令遵守について、教職員の意識啓発を図るとともに、相談体制やチェ
目 ック体制を整備する。
標

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）ハラスメントの防止を図るた （１）ハラスメント防止対策委員会
め、研修等による学生・教職員へ で教職員へハラスメントに関する
の啓発活動を継続的に実施する。 研修を実施する。（短大に関して
【２５年度】。 も準じる。） 1 0 4

（２）プライバシーの保護に配慮し （２）カウンセリングルームの活用
た相談窓口の設置や研修を受けた 等により、プライバシーの保護に
相談員の配置により、ハラスメン 配慮した相談を行う。（短大に関 1 0 5
トに関して相談しやすい環境を確 しても準じる。）。
保するとともに、相談後のフォロ
ー体制を整備する。【２５年度】

（３）適切な会計処理を行うため、 （３）経理事務マニュアルを作成す
経理の透明化を図るとともに、経 るとともに、契約事務を行う職員
理のチェック体制の整備やガイド と出納事務を行う職員とを明確に
ラインを策定する。【２５年度】 分離し、相互牽制機能を維持する。 1 0 6

また、管理職用の経理事務チェッ
ク表を作成し、決裁時に確認漏れ
が生じないようにする。

（４）不正経理の防止を図るため、 （４）不正経理の防止を図るため、
コンプライアンス研修を実施し、 外部講師を招聘し、教職員に対す
教職員の遵法意識の醸成に努め るコンプライアンス研修会を実施 1 0 7
る。【２５年度】 する。（短大に関しても準じる。）


